
カ
　

韓
　

国

輸
出

量
輸

出
額

木
　

材
（

丸
太

等
）

2
千

㎥
2
6
百

万
円

　
・

　
丸

太
・

製
材

品
等

の
安

定
的

供
給

体
制

の
構

築
　

・
　

海
外

バ
イ

ヤ
ー

の
招

へ
い

等
に

よ
る

県
産

材
の

認
知

度
向

上
や

付
加

価
値

の
高

い
 
 
 
 
製

材
品

等
の

輸
出

拡
大

に
向

け
た

Ｐ
Ｒ

を
展

開
　

・
　

鹿
児

島
県

産
材

輸
出

サ
ポ

ー
タ

ー
が

実
施

す
る

商
談

等
の

取
組

を
支

援
　

・
　

競
争

力
の

あ
る

ス
ギ

・
ヒ

ノ
キ

内
装

材
等

の
普

及
を

推
進

水
産

物
7
9
3
t

9
2
7
百

万
円

　
・

　
近

年
，

活
魚

で
の

ブ
リ

輸
出

が
伸

び
て

い
る

と
こ

ろ
　

・
　

本
県

か
ら

の
距

離
が

近
く

，
日

本
食

レ
ス

ト
ラ

ン
も

多
い

こ
と

か
ら

，
県

産
水

産
 
 
 
 
物

の
安

全
性

の
P
R
を

進
め

る
と

と
も

に
，

外
食

向
け

に
本

県
の

多
様

な
魚

種
の

紹
介

 
 
 
 
を

進
め

，
活

・
生

鮮
で

の
輸

出
拡

大
を

推
進

合
　
計

－
－

9
5
3
百

万
円

約
1
5
億

円

輸
　

出
重

点
品

目

2
0
2
1
年
度
（
令
和
３
年

度
）

（
現
状
）

2
0
2
5
年
度
（
令
和
７
年
度
）

（
目
標
年
度
）

取
組

内
容

輸
出
額
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１
．

基
礎

デ
ー

タ

２
．

日
本

と
の

関
係

３
．

制
度

的
制

約

４
．

消
費

者
の

味
覚

・
嗜

好
上

の
特

徴

５
．

商
流

・
商

習
慣

７
．

日
本

食
の

普
及

状
況

韓
国

基
本

情
報

６
．

外
食

・
小

売
等

の
状

況

・
日

本
か

ら
の

農
林

水
産

物
輸

出
状

況
：5

27
億

円
(６

位
)

（
農

産
物

5
7
.9

%，
林

産
物

8.
6
％

，
水

産
物

33
.5

％
)(

2
02

1
年

)

・
日

本
の

直
接

投
資

：8
79

億
円

(2
02

1
年

)
・
進

出
日

本
企

業
数

：7
54

社
(2

02
1年

)
・
在

留
邦

人
数

：
41

,2
38

人
(2

02
1年

)

・
人

口
：
5
,1

5
8万

人
(2

0
22

年
)

・
面

積
：
約

1
0万

㎢
（日

本
の

約
４

分
の

１
）

・
宗

教
：
仏

教
，

キ
リ

ス
ト

教
・
為

替
レ

ー
ト

：
0
.1

円
(１

ウ
ォ

ン
，

2
02

3
年

２
月

)
・
一

人
当

た
り

名
目

Ｇ
Ｄ

Ｐ
：3

4
,9

84
ド

ル
（
20

2
1年

）
・
実

質
Ｇ

Ｄ
Ｐ

成
長

率
：4

.1
％

(2
02

1
年

)

★

・
肉

（
鶏

、
豚

、
牛

）：
輸

入
不

可
。

た
だ

し
、

熱
処

理
済

み
の

鶏
肉

類
は

輸
入

可
能

。
・
コ

メ
と

野
菜

・
果

物
（
一

部
を

除
く
）に

つ
い

て
は

輸
出

可
能

。
も

も
、

り
ん

ご
、

キ
ュ

ウ
リ

な
ど

一
部

の
野

菜
・果

物
は

韓
国

の
規

制
に

よ
り

原
則

輸
入

禁
止

。
・
コ

メ
：

20
15

年
1月

1日
よ

り
、

従
来

の
ミ

ニ
マ

ム
・ア

ク
セ

ス
と

し
て

国
が

輸
入

を
管

理
す

る
制

度
か

ら
、

関
税

（関
税

率
：

51
3％

）
へ

と
切

り
替

え
た

。

・
塩

分
の

強
い

食
べ

物
は

苦
手

（
日

韓
で

塩
辛

さ
の

感
じ

方
に

相
違

が
あ

る
た

め
要

注
意

）
。

・
保

守
的

な
嗜

好
。

消
費

者
は

昔
か

ら
の

定
番

商
品

を
選

ぶ
傾

向
が

あ
る

。
・
簡

便
食

（
レ

ト
ル

ト
食

品
、

コ
ン

ビ
ニ

エ
ン

ス
ス

ト
ア

用
製

品
な

ど
）の

人
気

が
上

昇
。

非
対

面
サ

ー
ビ

ス
（配

達
、

電
子

決
済

、
セ

ル
フ

注
文

・
決

済
の

キ
オ

ス
ク

端
末

な
ど

）
の

増
加

。
ベ

ジ
タ

リ
ア

ン
、

ヴ
ィ

ー
ガ

ン
な

ど
も

流
行

。

・
外

食
市

場
の

中
心

は
韓

国
料

理
レ

ス
ト

ラ
ン

で
あ

り
、

中
華

料
理

、
日

本
料

理
も

数
多

く
あ

る
。

最
近

は
ニ

ュ
ー

ト
ロ

（N
e
w

+R
et

ro
）
風

の
レ

ス
ト

ラ
ン

、
一

人
向

け
の

レ
ス

ト
ラ

ン
も

人
気

。
・
百

貨
店

・
大

型
ス

ー
パ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

で
は

、
日

本
産

加
工

食
品

や
調

味
料

な
ど

を
取

り
扱

っ
て

い
る

が
、

日
本

産
生

鮮
食

品
は

ほ
と

ん
ど

な
い

。
・
日

本
食

材
専

門
店

は
従

来
の

オ
フ

ラ
イ

ン
店

舗
か

ら
、

オ
ン

ラ
イ

ン
店

舗
に

変
わ

り
つ

つ
あ

る
。

・
日

本
式

居
酒

屋
や

日
本

食
店

の
人

気
か

ら
、

業
務

用
は

全
般

的
に

有
望

。
小

売
向

け
商

品
は

、
原

発
事

故
の

影
響

か
ら

日
本

産
が

避
け

ら
れ

る
傾

向
。

・
2
0
1
9
年

後
半

か
ら

日
韓

関
係

に
よ

る
日

本
産

品
不

買
運

動
の

影
響

で
、

日
本

産
農

林
水

産
物

・
食

品
の

販
売

が
急

減
。

そ
の

後
、

2
02

0
年

か
ら

一
部

で
は

回
復

を
み

せ
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

よ
る

景
気

不
振

で
再

び
急

減
。

・
日

本
産

品
の

高
品

質
な

イ
メ

ー
ジ

を
利

用
し

、
日

本
の

商
品

名
を

冠
し

た
韓

国
製

品
が

販
売

さ
れ

て
お

り
（
長

崎
ち

ゃ
ん

ぽ
ん

等
）
、

日
本

産
と

間
違

っ
て

購
入

さ
れ

る
お

そ
れ

も
あ

る
た

め
、

知
財

対
策

を
含

め
て

注
意

が
必

要
。

出
展

：
日

本
貿

易
振

興
機

構
（
ジ

ェ
ト

ロ
）
「
農

林
水

産
物

・
食

品
国

別
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

基
礎

情
報

」
よ

り

・
流

通
マ

ー
ジ

ン
が

高
い

傾
向

（例
：日

本
酒

の
場

合
、

卸
売

業
者

の
マ

ー
ジ

ン
が

販
売

価
格

の
2
0％

程
度

、
百

貨
店

の
マ

ー
ジ

ン
が

25
～

3
5％

等
）

・
物

流
関

係
は

充
実

し
て

お
り

、
韓

国
に

特
有

の
問

題
は

聞
か

れ
な

い
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
に

よ
り

一
部

の
国

際
物

流
で

は
支

障
が

生
じ

て
い

る
。

・
冷

凍
冷

蔵
食

品
の

一
人

当
た

り
の

市
場

規
模

が
ア

ジ
ア

域
内

で
は

比
較

的
高

く
、

コ
ー

ル
ド

チ
ェ

ー
ン

の
整

備
が

進
ん

で
い

る
（特

に
、

釜
山

港
は

韓
国

国
内

の
冷

凍
冷

蔵
倉

庫
の

一
大

集
積

地
）
。

・
小

さ
な

個
人

商
店

よ
り

も
流

通
大

手
で

購
入

す
る

傾
向

が
強

く
、

小
売

は
大

手
財

閥
の

百
貨

店
・
総

合
ス

ー
パ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

が
主

導
し

成
長

。
近

年
で

は
E
C

販
売

の
成

長
が

著
し

い
。
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キ
　

米
　

国

輸
出

量
輸

出
額

牛
　
肉

3
6
0
t

3
,
2
0
4
百
万
円

　
・
　
高
級
牛
肉

と
し

て
の

和
牛

が
認

知
さ

れ
て

お
り

，
主

要
都

市
の

高
級

レ
ス

ト
ラ

ン
へ

，
　
　
ス
テ
ー
キ
用

高
級

部
位

の
販

売
を

推
進

　
・
　
ス
テ
ー
キ

を
家

庭
で

消
費

す
る

文
化

が
あ

る
こ

と
か

ら
，

高
所

得
者

層
に

向
け

て
，

高
　
　
級
ス
ー
パ
ー

へ
の

販
路

開
拓

を
推

進
　
・
　
現
地
に
専

門
家

を
派

遣
し

，
調

理
方

法
（

す
き

焼
き

，
焼

き
肉

等
）

や
カ

ッ
ト

技
術

の
　
　
普
及
を
推
進

　
・
　
販
売
指
定

店
制

度
を

活
用

し
た

販
路

拡
大

を
推

進

お
　

茶
2
4
5
t

7
7
0
百

万
円

　
・
　
日
本
食
ブ

ー
ム

の
影

響
や

健
康

志
向

の
高

ま
り

に
よ

り
人

気
の

抹
茶

及
び

旺
盛

な
需

要
 
 
 
 
の
あ
る
有
機

茶
に

つ
い

て
，

実
需

者
か

ら
求

め
ら

れ
る

輸
出

ロ
ッ

ト
を

確
保

す
る

た
め

，
 
 
 
 
抹
茶
の
原
料

と
な

る
て

ん
茶

や
有

機
茶

の
生

産
振

興
及

び
輸

出
に

向
け

た
加

工
・

貯
蔵

施
 
 
 
 
設
を
整
備
す

る
。

養
殖

ブ
リ

等
6
,
1
8
5
t

1
0
,
3
5
1
百

万
円

　
・
　
県
産
水
産

物
輸

出
先

と
し

て
８

割
を

占
め

，
最

重
要

輸
出

対
象

国
　
・
　
西
海
岸
だ

け
で

な
く

，
東

海
岸

や
内

陸
部

へ
の

商
圏

拡
大

を
図

る
　
・
　
現
地
で
の

浸
透

度
が

高
い

ブ
リ

は
，

現
地

料
理

や
現

地
系

小
売

，
家

庭
内

喫
食

等
で

消
 
 
 
 
費
の
裾
野
を

広
げ

，
浸

透
度

が
低

い
カ

ン
パ

チ
は

ま
ず

外
食

店
で

の
喫

食
機

会
を

拡
大

し
 
 
 
 
魚
種
自
体
の

P
R
を

図
る

　
・
　
H
A
C
C
P
の
実

施
が

求
め

ら
れ

て
お

り
，

基
準

を
満

た
す

た
め

に
必

要
な

施
設

整
備

を
進

 
 
 
 
め
る
。

木
　

材
（

丸
太

等
）

2
千

㎥
1
3
1
百

万
円

　
・
　
製
材
品
等

の
安

定
的

供
給

体
制

の
構

築
　
・
　
海
外
バ
イ

ヤ
ー

の
招

へ
い

等
に

よ
る

県
産

材
の

認
知

度
向

上
や

付
加

価
値

の
高

い
製

材
　
　
品
等
の
輸
出

拡
大

に
向

け
た

Ｐ
Ｒ

を
展

開
　
・
　
鹿
児
島
県

産
材

輸
出

サ
ポ

ー
タ

ー
が

実
施

す
る

商
談

等
の

取
組

を
支

援

そ
の

他
X

X

合
　
計

－
－

1
4
,
4
6
0
百

万
円

約
2
2
1
億

円

輸
　

出
重

点
品

目

2
0
2
1
年
度
（
令
和
３
年

度
）

（
現
状
）

2
0
2
5
年
度
（
令
和
７
年
度
）

（
目
標
年
度
）

取
組

内
容

輸
出
額
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１
．

基
礎

デ
ー

タ

２
．

日
本

と
の

関
係

３
．

制
度

的
制

約

４
．

消
費

者
の

味
覚

・
嗜

好
上

の
特

徴

５
．

商
流

・
商

習
慣

７
．

日
本

食
の

普
及

状
況

米
国

基
本

情
報

６
．

外
食

・
小

売
等

の
状

況

・
日

本
か

ら
の

農
林

水
産

物
輸

出
状

況
：1

,6
83

億
円

(３
位

)
（
農

産
物

7
1
.1

%，
林

産
物

3.
8
％

，
水

産
物

25
.1

％
)(

2
02

1
年

)

・
日

本
の

直
接

投
資

：6
兆

5
,3

70
億

円
(2

02
1
年

)
・
進

出
日

本
企

業
数

：8
,8

74
社

(2
02

1年
)

・
在

留
邦

人
数

：
42

9,
8
89

人
(2

0
21

年
)

・
人

口
：
3
3
,2

83
万

人
(2

02
2
年

)
・
面

積
：
約

9
62

万
㎢

（日
本

の
約

25
倍

）
・
宗

教
：
プ

ロ
テ

ス
タ

ン
ト

諸
派

，
ロ

ー
マ

カ
ト

リ
ッ

ク
・
為

替
レ

ー
ト

：
1
32

.7
5
円

(１
米

国
ド

ル
，

20
23

年
２

月
)

・
一

人
当

た
り

名
目

Ｇ
Ｄ

Ｐ
：6

9
,2

31
ド

ル
（
20

2
1年

）
・
実

質
Ｇ

Ｄ
Ｐ

成
長

率
：5

.7
％

(2
02

2
年

)

★

・
食

品
を

米
国

に
輸

出
す

る
た

め
に

は
FD

Aへ
の

食
品

関
連

施
設

登
録

と
事

前
通

知
が

必
要

に
な

る
。

FD
Aの

施
設

登
録

に
は

ダ
ン

ズ
ナ

ン
バ

ー
(D

UN
S 

Nu
m

be
r)と

い
う

企
業

識
別

コ
ー

ド
が

必
要

に
な

る
。

・
青

果
物

に
つ

い
て

は
、

米
国

に
お

け
る

未
加

工
の

青
果

物
の

輸
入

検
疫

機
関

で
あ

る
米

国
農

務
省

（U
SD

A）
の

動
植

物
検

査
局

（
AP

HI
S）

が
事

前
に

許
可

し
た

う
ん

し
ゅ

う
み

か
ん

、
日

本
な

し
、

か
き

、
な

が
い

も
、

り
ん

ご
、

イ
チ

ゴ
、

な
ど

の
品

目
に

限
り

輸
入

が
可

能
。

20
21

年
11

月
か

ら
は

日
本

産
メ

ロ
ン

も
輸

出
可

能
と

な
っ

た
。

・
さ

ま
ざ

ま
な

人
種

・
民

族
で

構
成

さ
れ

て
お

り
、

大
都

市
で

は
各

国
の

移
民

が
持

ち
込

ん
だ

食
文

化
や

外
国

料
理

店
が

存
在

。
食

生
活

は
多

様
。

・
特

に
都

市
部

で
忙

し
く
働

い
て

い
る

家
庭

で
は

、
な

る
べ

く
短

い
時

間
で

手
軽

に
調

理
で

き
る

も
の

へ
の

ニ
ー

ズ
が

増
え

て
お

り
、

ス
ー

パ
ー

で
は

冷
凍

食
品

コ
ー

ナ
ー

が
充

実
し

て
い

る
。

・
家

庭
で

の
食

事
と

外
食

と
の

金
額

的
割

合
は

お
お

よ
そ

6：
4
と

言
わ

れ
て

い
る

。
一

時
期

コ
ロ

ナ
禍

で
レ

ス
ト

ラ
ン

が
営

業
停

止
と

な
っ

て
い

た
間

は
内

食
が

上
回

っ
た

が
、

2
0
2
1年

に
入

っ
て

か
ら

は
徐

々
に

外
食

が
回

復
。

・
ス

ー
パ

ー
は

高
級

店
、

一
般

向
け

、
日

系
、

ア
ジ

ア
系

、
ナ

チ
ュ

ラ
ル

系
な

ど
そ

れ
ぞ

れ
特

化
し

て
お

り
、

品
ぞ

ろ
え

も
多

様
。

最
低

賃
金

が
高

い
都

市
部

で
は

、
外

食
レ

ス
ト

ラ
ン

も
日

本
に

比
べ

て
価

格
帯

が
高

く
、

ラ
ン

チ
で

最
低

15
～

2
0ド

ル
程

度
。

・
全

米
の

日
本

食
レ

ス
ト

ラ
ン

件
数

は
1万

8,
0
0
0店

。
州

別
の

軒
数

上
位

3位
は

、
カ

ル
フ

ォ
ル

ニ
ア

州
（4

,4
6
8店

）、
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
州

（
1,

8
92

店
）
、

フ
ロ

リ
ダ

州
（
1
,2

6
6
店

）。
※

20
1
8年

時
点

・
一

般
的

に
日

本
産

は
価

格
が

高
く
な

り
が

ち
で

あ
り

、
他

国
産

、
米

国
産

の
同

様
商

品
と

の
競

争
に

耐
え

う
る

特
徴

が
必

要
。

・
日

本
食

品
は

中
華

系
、

韓
国

系
な

ど
の

ア
ジ

ア
系

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

も
購

入
可

能
な

商
品

が
あ

る
。

出
展

：
日

本
貿

易
振

興
機

構
（
ジ

ェ
ト

ロ
）
「
農

林
水

産
物

・
食

品
国

別
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

基
礎

情
報

」
よ

り

・
東

西
海

岸
で

は
、

大
都

市
を

起
点

に
日

系
商

社
に

よ
り

流
通

網
が

整
備

。
日

系
マ

ー
ケ

ッ
ト

（
日

系
小

売
店

や
日

本
食

レ
ス

ト
ラ

ン
）へ

の
物

流
上

の
大

き
な

障
壁

は
な

い
。

一
方

で
、

現
地

系
の

大
手

小
売

り
チ

ェ
ー

ン
と

取
引

す
る

際
は

、
ブ

ロ
ー

カ
ー

と
の

接
触

に
よ

る
流

通
ル

ー
ト

の
開

拓
が

必
要

と
さ

れ
て

い
る

場
合

が
多

い
。

ま
た

最
近

で
は

大
手

小
売

り
チ

ェ
ー

ン
が

独
自

の
B

向
け

サ
イ

ト
に

よ
る

商
品

発
掘

を
す

る
場

合
も

あ
り

、
事

業
者

が
直

接
商

品
登

録
を

し
た

場
合

は
ブ

ロ
ー

カ
ー

を
介

さ
ず

に
商

品
取

引
が

で
き

る
。

・
日

本
食

品
の

流
通

に
お

い
て

は
、

3大
企

業
グ

ル
ー

プ
（J

F
C

、
W

is
m

et
ta

c
、

M
u
tu

al
 T

ra
de

in
g）

が
中

心
に

お
り

、
輸

入
業

、
卸

売
業

、
配

送
業

等
複

数
の

役
割

を
担

っ
て

い
る

。
そ

の
他

、
品

目
等

に
よ

り
特

徴
あ

る
輸

入
業

者
が

多
く

存
在

。
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ク
　

Ｅ
 
Ｕ

輸
出

量
輸

出
額

牛
　
肉

1
8
7
t

1
,
8
5
2
百
万
円

　
・
　
主
要
都
市

の
高

級
レ

ス
ト

ラ
ン

を
中

心
に

，
肉

質
等

級
の

低
い

和
牛

も
含

め
て

販
路

開
　
　
拓
を
進
め
る

と
と

も
に

，
既

に
和

牛
を

取
り

扱
っ

て
い

る
レ

ス
ト

ラ
ン

を
中

心
に

バ
ラ

肉
　
　
や
モ
モ
肉
の

需
要

を
創

出
　
・
　
現
地
に
専

門
家

を
派

遣
し

，
調

理
方

法
（

す
き

焼
き

，
焼

き
肉

等
）

や
カ

ッ
ト

技
術

の
　
　
普
及
を
推
進

　
・
　
販
売
指
定

店
制

度
を

活
用

し
た

販
路

拡
大

を
推

進

お
　

茶
6
2
t

1
8
4
百

万
円

　
・
　
Ｅ
Ｕ
は
特

に
厳

し
い

残
留

農
薬

基
準

が
輸

出
に

当
た

っ
て

の
障

壁
に

な
っ

て
い

る
こ

と
　
　
に
加
え
，
有

機
に

対
す

る
嗜

好
が

強
い

こ
と

か
ら

，
有

機
茶

の
生

産
拡

大
を

進
め

る
。

　
・
　
専
門
店
で

の
リ

ー
フ

茶
の

販
売

が
多

い
た

め
，

有
機

茶
の

品
質

向
上

を
図

る
。

養
殖

ブ
リ

等
1
1
6
t

1
8
3
百

万
円

　
・
　
新
興
市
場

で
あ

り
，

現
在

，
ブ

リ
を

中
心

に
し

た
小

規
模

な
輸

出
が

行
わ

れ
て

い
る

と
　
　
こ
ろ

　
・
　
今
後
，
需

要
の

拡
大

が
伸

び
る

地
域

の
一

つ
で

あ
る

が
，

衛
生

管
理

に
関

す
る

施
設

の
　
　
認
定
・
登
録

が
最

も
厳

し
い

地
域

　
・
　
同
地
域
へ

の
市

場
の

参
入

へ
の

取
組

に
つ

い
て

は
，

生
産

・
加

工
・

流
通

ま
で

一
貫

し
　
　
た
製
品
管
理

が
必

要
が

あ
り

，
輸

出
の

円
滑

化
を

図
る

と
と

も
に

，
安

定
的

供
給

や
輸

出
　
　
の
円
滑
が
図

ら
れ

る
よ

う
な

衛
生

基
準

を
満

た
す

取
組

を
支

援

合
　
計

－
－

2
,
2
3
2
百

万
円

約
3
5
億

円

輸
　

出
重

点
品

目

2
0
2
1
年
度
（
令
和
３
年

度
）

（
現
状
）

2
0
2
5
年
度
（
令
和
７
年
度
）

（
目
標
年
度
）

取
組

内
容

輸
出
額
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１
．

基
礎

デ
ー

タ

２
．

日
本

と
の

関
係

３
．

制
度

的
制

約

４
．

消
費

者
の

味
覚

・
嗜

好
上

の
特

徴

５
．

商
流

・
商

習
慣

７
．

日
本

食
の

普
及

状
況

フ
ラ

ン
ス

基
本

情
報

６
．

外
食

・
小

売
等

の
状

況

・
日

本
か

ら
の

農
林

水
産

物
輸

出
状

況
：7

7億
円

(1
5
位

)
（
農

産
物

9
2
.7

%，
林

産
物

1.
9
％

，
水

産
物

5.
4
％

)(
20

2
1年

)

・
日

本
の

直
接

投
資

：-
75

億
円

(2
02

1
年

)
・
進

出
日

本
企

業
数

：7
49

社
(2

02
1年

)
・
在

留
邦

人
数

：
36

,3
47

人
(2

02
1年

)

・
人

口
：
6
,7

4
1万

人
(2

0
21

年
)

・
面

積
：
約

5
4万

㎢
（日

本
の

約
1.

3
倍

）
・
宗

教
：
カ

ト
リ

ッ
ク

，
イ

ス
ラ

ム
教

な
ど

・
為

替
レ

ー
ト

：
1
42

.3
2
円

(１
ユ

ー
ロ

，
20

23
年

２
月

)
・
一

人
当

た
り

名
目

Ｇ
Ｄ

Ｐ
：3

9
,9

07
ド

ル
（
20

2
0年

）
・
実

質
Ｇ

Ｄ
Ｐ

成
長

率
：-

8.
2
％

(2
02

0年
)

★

・
20

21
年

4月
21

日
か

ら
施

行
さ

れ
た

新
規

則
に

よ
り

、
動

物
性

加
工

済
原

料
（
魚

粉
末

、
液

卵
、

脱
脂

粉
乳

等
）
を

含
む

混
合

食
品

を
輸

出
す

る
際

に
、

動
物

性
加

工
済

原
料

が
EU

 域
内

外
の

認
定

施
設

由
来

で
あ

る
こ

と
等

を
証

明
す

る
た

め
に

公
的

機
関

が
発

行
す

る
公

的
証

明
書

（
Of

fic
ia

lC
er

tif
ica

te
）
ま

た
は

事
業

者
に

よ
る

自
己

宣
誓

書
（

Pr
iva

te
 A

tte
st

at
io

n）
の

添
付

が
必

要
。

・
日

本
で

使
用

可
能

な
農

薬
が

EU
の

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
リ

ス
ト

に
は

入
っ

て
い

な
い

こ
と

が
あ

る
た

め
、

コ
メ

・
茶

葉
な

ど
の

農
産

物
を

輸
出

す
る

場
合

に
は

留
意

が
必

要
。

輸
出

前
の

残
留

農
薬

検
査

、
当

該
検

査
証

明
書

の
提

出
等

が
必

要
に

な
る

場
合

が
あ

る
。

・
一

般
的

に
食

習
慣

に
つ

い
て

は
保

守
的

で
あ

り
、

ブ
ー

ム
に

乗
り

に
く
い

特
性

が
あ

る
が

、
一

度
浸

透
す

れ
ば

リ
ピ

ー
ト

す
る

確
率

は
高

い
と

思
わ

れ
る

。
・
夕

方
～

夜
に

食
前

酒
と

共
に

軽
食

を
食

べ
る

「ア
ペ

リ
テ

ィ
フ

」
の

習
慣

が
あ

る
。

食
事

（
特

に
夕

食
）時

に
デ

ザ
ー

ト
を

食
べ

る
割

合
が

高
い

。
・
有

機
食

品
市

場
の

成
長

が
著

し
い

。

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
に

よ
り

、
外

食
産

業
は

大
き

な
打

撃
を

受
け

て
い

る
が

、
宅

配
の

増
加

に
よ

り
、

フ
ァ

ー
ス

ト
フ

ー
ド

市
場

の
伸

び
は

継
続

。
・
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

削
減

を
は

じ
め

と
す

る
環

境
へ

の
配

慮
、

健
康

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
（
ベ

ー
ガ

ン
、

ア
レ

ル
ギ

ー
フ

リ
ー

な
ど

）、
食

習
慣

の
変

化
へ

の
適

応
が

よ
り

一
層

求
め

ら
れ

る
。

・
健

康
や

オ
ー

ガ
ニ

ッ
ク

を
専

門
と

す
る

食
品

専
門

店
も

増
加

。
ま

た
、

少
量

高
品

質
な

も
の

を
選

択
す

る
傾

向
が

強
く
な

っ
て

い
る

。
有

機
市

場
の

成
長

は
著

し
く
、

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

の
販

売
が

有
機

市
場

全
体

の
約

半
分

を
占

め
る

。
・
国

産
志

向
が

強
ま

る
と

と
も

に
、

E
コ

マ
ー

ス
の

発
展

に
よ

り
、

地
元

生
産

者
か

ら
の

直
接

販
売

も
増

加
。

・
日

本
食

は
好

き
な

外
国

料
理

と
し

て
は

イ
タ

リ
ア

料
理

、
ス

ペ
イ

ン
料

理
、

中
華

料
理

に
続

く
ポ

ジ
シ

ョ
ン

。
・
抹

茶
・
煎

茶
は

健
康

に
よ

い
イ

メ
ー

ジ
か

ら
人

気
。

ユ
ズ

の
人

気
も

堅
調

。
最

近
で

は
、

お
に

ぎ
り

、
モ

チ
（ア

イ
ス

や
大

福
）
な

ど
も

人
気

。
日

本
産

ウ
イ

ス
キ

ー
は

フ
ラ

ン
ス

市
場

に
浸

透
。

・
フ

ラ
ン

ス
の

国
内

市
場

自
体

は
、

価
格

に
非

常
に

敏
感

で
あ

り
、

大
衆

向
け

に
売

る
場

合
に

は
価

格
競

争
力

が
求

め
ら

れ
る

。
一

方
、

高
級

品
市

場
で

は
、

日
本

産
の

品
質

に
対

す
る

一
定

の
信

頼
感

が
得

ら
れ

て
い

る
。

出
展

：
日

本
貿

易
振

興
機

構
（
ジ

ェ
ト

ロ
）
「
農

林
水

産
物

・
食

品
国

別
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

基
礎

情
報

」
よ

り

・
日

本
産

食
品

へ
の

需
要

の
多

く
は

外
食

需
要

で
、

小
売

需
要

は
日

系
、

ア
ジ

ア
系

の
流

通
業

者
を

中
心

に
限

定
的

。
・
現

地
系

の
流

通
業

者
に

よ
る

取
り

扱
い

は
、

種
類

は
多

く
な

い
が

徐
々

に
拡

大
し

て
い

る
。

日
系

、
ア

ジ
ア

系
の

流
通

業
者

は
、

幅
広

い
価

格
帯

の
日

本
産

食
品

の
取

り
扱

い
が

あ
る

。
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１
．

基
礎

デ
ー

タ

２
．

日
本

と
の

関
係

３
．

制
度

的
制

約

４
．

消
費

者
の

味
覚

・
嗜

好
上

の
特

徴

５
．

商
流

・
商

習
慣

７
．

日
本

食
の

普
及

状
況

ド
イ

ツ
基

本
情

報

６
．

外
食

・
小

売
等

の
状

況

・
日

本
か

ら
の

農
林

水
産

物
輸

出
状

況
：1

15
億

円
(1

6位
)

（
農

産
物

8
6
.1

%，
林

産
物

3.
9
％

，
水

産
物

10
％

)(
2
02

1
年

)

・
日

本
の

直
接

投
資

：6
,6

59
億

円
(2

02
1
年

)
・
進

出
日

本
企

業
数

：1
,9

34
社

(2
02

1年
)

・
在

留
邦

人
数

：
42

,1
35

人
(2

02
1年

)

・
人

口
：
8
,3

2
2万

人
(2

0
21

年
)

・
面

積
：
約

3
5万

㎢
（日

本
の

約
94

％
）

・
宗

教
：
カ

ト
リ

ッ
ク

，
プ

ロ
テ

ス
タ

ン
ト

等
・
為

替
レ

ー
ト

：
1
42

.3
2
円

(１
ユ

ー
ロ

，
20

23
年

２
月

)
・
一

人
当

た
り

名
目

Ｇ
Ｄ

Ｐ
：5

0
,0

79
ド

ル
（
20

2
1年

）
・
実

質
Ｇ

Ｄ
Ｐ

成
長

率
：2

.7
％

(2
02

1
年

)

★

・
牛

肉
を

除
く
生

鮮
肉

は
日

本
か

ら
の

輸
出

は
不

可
。

牛
肉

に
つ

い
て

は
認

定
を

受
け

た
北

海
道

、
群

馬
県

、
栃

木
県

、
岐

阜
県

、
京

都
府

、
兵

庫
県

、
宮

崎
県

、
鹿

児
島

県
の

12
施

設
か

ら
の

出
荷

に
限

り
可

。
・
水

産
物

に
つ

い
て

は
品

目
ご

と
に

HA
CC

P認
定

を
受

け
た

施
設

か
ら

の
出

荷
に

限
り

輸
出

可
（
天

然
水

産
物

の
場

合
、

IU
U漁

業
規

則
に

基
づ

く
漁

獲
証

明
書

・
加

工
証

明
書

も
必

要
）
。

・
日

本
で

使
用

可
能

な
農

薬
が

EU
の

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
リ

ス
ト

に
は

入
っ

て
い

な
い

こ
と

が
あ

る
た

め
、

コ
メ

・
茶

葉
等

の
農

産
物

を
輸

出
す

る
場

合
に

は
留

意
が

必
要

。
輸

出
前

の
残

留
農

薬
検

査
、

当
該

検
査

証
明

書
の

提
出

等
が

必
要

に
な

る
場

合
が

あ
る

。

・
一

般
的

な
味

覚
の

傾
向

は
微

妙
な

味
よ

り
も

は
っ

き
り

と
し

た
味

が
好

ま
れ

る
。

例
え

ば
、

甘
い

、
塩

辛
い

、
ピ

リ
辛

な
ど

で
あ

る
。

味
噌

汁
も

塩
分

の
濃

い
も

の
が

好
ま

れ
る

。
ま

た
、

わ
さ

び
も

人
気

が
あ

る
。

・
若

年
層

で
は

健
康

志
向

が
強

く
、

脂
っ

こ
い

料
理

よ
り

も
、

野
菜

や
果

物
な

ど
を

意
欲

的
に

食
べ

る
人

が
増

え
て

い
る

。

・
伝

統
的

な
海

外
の

日
本

レ
ス

ト
ラ

ン
（懐

石
料

理
や

鉄
板

料
理

）
は

減
少

し
た

も
の

の
、

非
日

本
人

オ
ー

ナ
ー

の
S
u
sh

iの
店

は
増

加
。

若
い

世
代

に
と

っ
て

は
S
u
sh

iは
生

ま
れ

た
時

か
ら

存
在

す
る

の
で

自
然

に
受

け
入

れ
ら

れ
て

い
る

。
S
u
sh

iの
コ

モ
デ

ィ
テ

ィ
化

が
進

む
中

、
カ

ジ
ュ

ア
ル

な
日

本
食

レ
ス

ト
ラ

ン
が

増
加

し
て

い
る

。
コ

ロ
ナ

禍
で

外
食

産
業

は
大

き
な

痛
手

を
受

け
た

。
小

売
業

に
関

し
て

は
、

メ
イ

ン
ス

ト
リ

ー
ム

(現
地

系
の

ス
ー

パ
ー

）
は

極
度

に
寡

占
化

が
進

み
、

コ
ロ

ナ
禍

で
売

上
は

伸
び

て
い

る
。

A
ld

i, 
L
id

lに
代

表
さ

れ
る

デ
ィ

ス
カ

ウ
ン

タ
ー

が
強

い
。

コ
ロ

ナ
禍

で
、

自
炊

す
る

家
庭

や
中

食
が

増
え

た
た

め
、

イ
ン

ス
タ

ン
ト

食
品

、
冷

凍
食

品
、

レ
ト

ル
ト

食
品

の
売

り
上

げ
が

大
き

く
伸

び
た

。

・
和

牛
に

つ
い

て
は

2
01

4年
か

ら
ド

イ
ツ

に
輸

入
さ

れ
、

高
所

得
者

層
を

中
心

に
市

場
が

拡
大

し
て

い
る

。
W

A
G

Y
U

の
認

知
度

は
か

な
り

高
い

が
、

豪
州

産
や

欧
州

産
の

W
A

G
Y
U

と
の

競
争

が
激

し
く
な

っ
て

い
る

。
・
日

本
産

緑
茶

、
抹

茶
の

需
要

は
底

堅
く
、

市
場

に
は

ま
だ

伸
び

し
ろ

が
あ

る
。

特
に

抹
茶

に
関

し
て

は
い

わ
ゆ

る
ス

ー
パ

ー
フ

ー
ド

と
し

て
認

識
さ

れ
、

健
康

的
な

イ
メ

ー
ジ

が
強

い
。

抹
茶

ラ
テ

な
ど

の
抹

茶
関

連
商

品
も

多
い

。
オ

ー
ガ

ニ
ッ

ク
の

茶
の

需
要

が
特

に
大

き
い

。
・
大

都
市

を
中

心
に

ラ
ー

メ
ン

店
が

増
加

中
で

あ
る

。
ラ

ー
メ

ン
、

餃
子

は
若

者
中

心
に

人
気

が
出

て
い

る
。

ま
た

大
福

や
M

O
C

H
I（

餅
）
ア

イ
ス

な
ど

の
餅

関
連

の
商

品
も

人
気

が
出

て
い

る
。

出
展

：
日

本
貿

易
振

興
機

構
（
ジ

ェ
ト

ロ
）
「
農

林
水

産
物

・
食

品
国

別
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

基
礎

情
報

」
よ

り

・
現

地
市

場
を

同
心

円
状

に
捉

え
る

と
、

一
番

中
心

部
分

は
日

系
、

そ
の

次
は

ア
ジ

ア
系

、
そ

し
て

一
番

外
側

に
現

地
系

の
セ

グ
メ

ン
ト

が
あ

る
。

日
系

マ
ー

ケ
ッ

ト
は

日
本

企
業

に
と

っ
て

は
最

も
ハ

ー
ド

ル
が

低
い

が
、

逆
に

競
合

商
品

が
多

い
こ

と
と

市
場

規
模

が
小

さ
い

と
い

う
問

題
が

あ
る

。
現

地
系

マ
ー

ケ
ッ

ト
（メ

イ
ン

ス
ト

リ
ー

ム
）
は

外
国

企
業

に
と

っ
て

新
規

参
入

の
ハ

ー
ド

ル
は

高
い

が
市

場
規

模
は

非
常

に
大

き
い

。
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１
．

基
礎

デ
ー

タ

２
．

日
本

と
の

関
係

３
．

制
度

的
制

約

４
．

消
費

者
の

味
覚

・
嗜

好
上

の
特

徴

５
．

商
流

・
商

習
慣

７
．

日
本

食
の

普
及

状
況

イ
ギ

リ
ス

基
本

情
報

６
．

外
食

・
小

売
等

の
状

況

・
日

本
か

ら
の

農
林

水
産

物
輸

出
状

況
：7

2億
円

(1
8
位

)
（
農

産
物

8
8
.5

%，
林

産
物

2.
5
％

，
水

産
物

9％
)(
2
02

1
年

)
・
日

本
の

直
接

投
資

：2
兆

5
38

億
円

(2
02

1
年

)
・
進

出
日

本
企

業
数

：9
60

社
(2

02
1年

)
・
在

留
邦

人
数

：
63

,6
53

人
(2

02
1年

)

・
人

口
：
6
,7

0
8万

人
(2

0
20

年
)

・
面

積
：
約

2
4万

㎢
（日

本
の

約
３

分
の

２
）

・
宗

教
：
英

国
国

教
会

，
ス

コ
ッ

ト
ラ

ン
ド

教
会

等
・
為

替
レ

ー
ト

：
1
60

.5
4
円

(１
ポ

ン
ド

，
20

2
3年

２
月

)
・
一

人
当

た
り

名
目

Ｇ
Ｄ

Ｐ
：4

7
,2

00
ド

ル
（
20

2
1年

）
・
実

質
Ｇ

Ｄ
Ｐ

成
長

率
：7

.4
％

(2
02

1
年

)

★

・
動

物
性

食
品

や
混

合
食

品
に

含
ま

れ
る

動
物

性
加

工
製

品
の

原
材

料
に

つ
い

て
、

認
定

第
三

国
の

EU
HA

CC
P認

定
施

設
か

ら
調

達
す

る
必

要
が

あ
り

、
ま

た
、

輸
入

の
都

度
、

衛
生

証
明

書
な

ど
関

連
書

類
を

準
備

す
る

必
要

が
あ

る
（
動

物
性

製
品

に
は

様
々

な
品

目
が

あ
り

品
目

に
よ

っ
て

は
追

加
の

書
類

添
付

が
求

め
ら

れ
る

こ
と

、
品

目
に

よ
っ

て
は

そ
も

そ
も

日
本

か
ら

の
輸

出
が

認
め

ら
れ

て
い

な
か

っ
た

り
す

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

留
意

が
必

要
）
。

・
日

本
で

使
用

可
能

な
農

薬
が

英
国

の
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

リ
ス

ト
に

は
入

っ
て

い
な

い
こ

と
が

あ
る

た
め

、
コ

メ
・
茶

葉
等

の
農

産
物

を
輸

出
す

る
場

合
に

は
留

意
が

必
要

で
あ

る
。

輸
出

前
の

残
留

農
薬

検
査

、
当

該
検

査
証

明
書

の
提

出
等

が
必

要
に

な
る

場
合

が
あ

る
。

・
伝

統
的

に
食

に
対

し
て

保
守

的
で

あ
る

が
、

新
し

い
食

品
も

気
に

入
れ

ば
継

続
し

て
購

入
す

る
傾

向
（
特

に
他

国
生

ま
れ

の
人

口
が

約
37

％
に

上
る

ロ
ン

ド
ン

に
お

い
て

は
、

イ
ギ

リ
ス

の
伝

統
食

に
加

え
多

様
な

文
化

の
影

響
を

受
け

た
料

理
が

多
く
見

ら
れ

る
）
。

・
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

症
に

よ
る

営
業

制
限

が
20

2
1年

7月
に

撤
廃

さ
れ

て
か

ら
飲

食
店

は
活

況
を

取
り

戻
し

て
い

る
一

方
、

ブ
レ

グ
ジ

ッ
ト

に
よ

る
人

材
の

流
出

な
ど

に
よ

る
人

手
不

足
も

目
立

つ
。

20
2
2年

4月
時

点
で

過
去

12
週

間
の

売
り

上
げ

が
著

し
く
上

昇
し

て
い

る
ス

ー
パ

ー
は

デ
ィ

ス
カ

ウ
ン

ト
系

の
A

ld
iと

L
id

l（
そ

れ
ぞ

れ
前

年
比

3
.6

％
増

）
。

A
ld

iに
お

い
て

は
市

場
シ

ェ
ア

が
8.

6
％

上
昇

。
2
0
2
2
年

4月
か

ら
政

府
の

肥
満

対
策

の
一

環
と

し
て

、
消

費
者

が
よ

り
健

康
的

な
食

事
を

選
べ

る
よ

う
飲

食
店

の
メ

ニ
ュ

ー
へ

の
カ

ロ
リ

ー
表

示
が

義
務

化
（
2
5
0
名

以
上

の
従

業
員

を
も

つ
テ

ー
ク

ア
ウ

ェ
イ

含
む

飲
食

店
が

対
象

）。

・
「
ヘ

ル
シ

ー
」
な

イ
メ

ー
ジ

な
ど

、
消

費
者

は
総

じ
て

日
本

食
に

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

評
価

。
価

格
面

の
問

題
は

あ
る

も
の

の
、

品
質

の
高

い
日

本
の

食
材

に
は

一
定

の
需

要
が

あ
る

。
特

に
日

本
酒

や
緑

茶
な

ど
は

他
国

産
と

の
違

い
を

ア
ピ

ー
ル

し
や

す
い

。
・
発

酵
食

品
の

人
気

や
コ

ロ
ナ

禍
の

ホ
ー

ム
ク

ッ
キ

ン
グ

需
要

も
手

伝
い

、
甘

酒
な

ど
を

手
作

り
す

る
現

地
英

人
シ

ェ
フ

や
消

費
者

も
増

え
て

き
た

。
・
オ

ン
ラ

イ
ン

小
売

が
身

近
に

な
っ

た
こ

と
で

一
定

の
日

本
産

原
料

が
手

に
入

り
や

す
く
な

っ
た

こ
と

、
オ

ン
ラ

イ
ン

動
画

レ
シ

ピ
な

ど
が

増
え

た
こ

と
で

作
り

方
が

以
前

よ
り

入
手

し
や

す
く
な

っ
た

こ
と

な
ど

の
理

由
か

ら
、

寿
司

、
ラ

ー
メ

ン
以

外
に

も
新

し
い

広
が

り
を

見
せ

て
い

る
。

出
展

：
日

本
貿

易
振

興
機

構
（
ジ

ェ
ト

ロ
）
「
農

林
水

産
物

・
食

品
国

別
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

基
礎

情
報

」
よ

り

・
食

品
小

売
市

場
は

、
大

手
4社

（T
E
S
C

O
、

S
ao

in
sb

u
ry

's
、

A
S
D

A
、

M
o
O

R
R

IS
O

N
S
）
が

約
7
割

を
占

め
る

寡
占

状
態

で
あ

る
一

方
、

ド
イ

ツ
資

本
デ

ィ
ス

カ
ウ

ン
タ

ー
の

A
L
D

I、
L
ID

L
が

徐
々

に
シ

ェ
ア

を
拡

大
。

醤
油

や
調

味
料

な
ど

主
要

な
日

本
食

材
は

大
手

で
も

取
り

扱
い

あ
り

。
・
高

級
な

食
材

（
日

本
酒

、
和

牛
）
を

中
心

に
、

日
系

小
売

店
だ

け
で

は
な

く
当

地
の

小
売

店
な

ど
で

取
扱

わ
れ

て
い

る
。
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１
．

基
礎

デ
ー

タ

２
．

日
本

と
の

関
係

３
．

制
度

的
制

約

４
．

消
費

者
の

味
覚

・
嗜

好
上

の
特

徴

５
．

商
流

・
商

習
慣

７
．

日
本

食
の

普
及

状
況

ベ
ト

ナ
ム

基
本

情
報

６
．

外
食

・
小

売
等

の
状

況
・
日

本
か

ら
の

農
林

水
産

物
輸

出
状

況
：5

85
億

円
(５

位
)

（
農

産
物

6
7
.1

%，
林

産
物

1.
4
％

，
水

産
物

31
.5

％
)(

2
02

1
年

)

・
日

本
の

直
接

投
資

：4
,1

59
億

円
(2

02
1
年

)
・
進

出
日

本
企

業
数

：2
,3

06
社

(2
02

1年
)

・
在

留
邦

人
数

：
22

,1
85

人
(2

02
1年

)

・
人

口
：
9
,8

5
1万

人
(2

0
21

年
)

・
面

積
：
約

3
3万

㎢
（日

本
の

約
88

％
）

・
宗

教
：
仏

教
，

カ
ト

リ
ッ

ク
等

・
為

替
レ

ー
ト

：
0
.0

05
7
円

(１
ド

ン
，

2
02

3
年

２
月

)
・
一

人
当

た
り

名
目

Ｇ
Ｄ

Ｐ
：3

,7
2
5ド

ル
（2

02
1
年

）
・
実

質
Ｇ

Ｄ
Ｐ

成
長

率
：2

.6
％

(2
02

1
年

)
★

・
日

本
の

食
品

安
全

管
理

に
関

す
る

諸
情

報
が

20
13

年
12

月
、

日
越

両
国

間
で

本
登

録
さ

れ
た

こ
と

で
、

日
本

か
ら

の
植

物
由

来
食

品
の

輸
入

が
正

式
に

可
能

と
な

っ
た

。
な

お
、

植
物

検
疫

で
有

害
動

植
物

危
険

度
解

析
（

PR
A）

が
必

要
。

り
ん

ご
・
な

し
以

外
の

生
鮮

果
実

に
つ

い
て

は
植

物
検

疫
上

、
二

国
間

合
意

に
よ

る
検

疫
条

件
の

設
定

が
な

く
輸

入
不

可
。

・
PR

A規
制

の
対

象
外

と
な

る
品

目
：レ

タ
ス

（
生

鮮
）、

し
め

じ
（
生

鮮
）、

製
茶

（
乾

燥
）
、

し
い

た
け

（
乾

燥
）
、

柿
チ

ッ
プ

（乾
燥

）
・
日

本
産

り
ん

ご
（

20
15

年
9月

）
、

梨
（

20
17

年
1月

）
、

温
州

み
か

ん
（

20
21

年
10

月
）
の

生
果

実
が

輸
入

解
禁

。
た

だ
し

、
植

物
防

疫
所

が
登

録
し

た
生

産
園

地
に

お
け

る
病

害
虫

に
対

す
る

検
疫

措
置

等
の

条
件

あ
り

。

・
国

土
が

南
北

に
長

く
、

北
部

、
中

部
、

南
部

で
料

理
の

種
類

、
味

付
け

が
大

き
く
異

な
る

。
北

部
は

あ
っ

さ
り

し
た

味
、

中
部

は
辛

い
味

、
南

部
は

甘
く
濃

い
味

を
好

む
。

・
一

般
的

に
メ

イ
ド

イ
ン

ジ
ャ

パ
ン

の
信

頼
性

は
高

い
。

生
鮮

果
物

等
、

日
本

産
品

は
概

ね
好

評
。

・
ハ

ノ
イ

市
や

ホ
ー

チ
ミ

ン
市

な
ど

の
都

市
部

を
中

心
に

コ
ン

ビ
ニ

や
ス

ー
パ

ー
な

ど
の

大
手

小
売

り
に

よ
る

モ
ダ

ン
ト

レ
ー

ド
の

食
料

品
売

上
高

は
年

々
増

え
て

は
い

る
も

の
の

、
地

方
で

は
、

モ
ダ

ン
ト

レ
ー

ド
の

小
売

チ
ャ

ネ
ル

が
非

常
に

限
定

的
だ

っ
た

。
し

か
し

近
年

で
は

、
地

場
ミ

ニ
マ

ー
ケ

ッ
ト

の
B

ac
h
 H

o
a

X
an

h
の

出
店

が
加

速
し

、
全

国
2
,1

00
店

舗
に

到
達

。
地

方
で

の
モ

ダ
ン

ト
レ

ー
ド

の
売

上
増

に
貢

献
。

・
フ

ー
ド

デ
リ

バ
リ

ー
サ

ー
ビ

ス
の

市
場

成
長

に
伴

い
、

日
本

食
レ

ス
ト

ラ
ン

で
も

デ
リ

バ
リ

ー
に

特
化

し
た

ゴ
ー

ス
ト

レ
ス

ト
ラ

ン
が

出
始

め
て

い
る

。

・
ホ

ー
チ

ミ
ン

市
や

ハ
ノ

イ
市

な
ど

の
都

市
部

で
は

日
本

食
の

浸
透

度
は

高
い

。
特

に
ホ

ー
チ

ミ
ン

市
は

、
日

系
飲

食
チ

ェ
ー

ン
が

数
多

く
進

出
し

て
い

る
。

・
業

務
用

食
材

（
日

本
酒

・焼
酎

、
水

産
物

）
は

日
本

食
材

店
・卸

経
由

で
流

通
。

日
本

産
酒

類
は

イ
ン

ポ
ー

タ
ー

が
少

な
く
、

流
通

も
限

定
的

。
高

級
品

を
扱

う
小

売
ス

ペ
ー

ス
が

少
な

い
。

・
所

得
の

増
加

、
日

本
産

食
品

の
安

全
性

へ
の

信
頼

感
か

ら
、

日
本

産
粉

乳
の

人
気

は
高

く
、

幅
広

い
販

売
チ

ャ
ネ

ル
で

販
売

さ
れ

て
い

る
。

ベ
ビ

ー
用

品
店

で
の

日
本

産
離

乳
食

や
お

菓
子

の
取

り
扱

い
も

増
加

傾
向

。
・
日

本
産

り
ん

ご
・
な

し
は

、
イ

オ
ン

や
一

部
の

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
に

お
い

て
販

売
さ

れ
て

い
る

が
、

日
本

よ
り

早
く
輸

入
さ

れ
て

い
る

国
（韓

国
、

ア
メ

リ
カ

等
）

の
も

の
の

方
が

安
価

で
流

通
量

が
多

い
。

出
展

：
日

本
貿

易
振

興
機

構
（
ジ

ェ
ト

ロ
）
「
農

林
水

産
物

・
食

品
国

別
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

基
礎

情
報

」
よ

り

・
商

流
：
国

土
が

南
北

に
長

い
こ

と
や

、
戦

争
の

影
響

に
よ

り
、

商
圏

が
分

断
。

全
国

に
も

れ
な

く
販

売
網

を
持

つ
地

場
企

業
は

少
な

く
、

南
北

で
そ

れ
ぞ

れ
パ

ー
ト

ナ
ー

を
探

す
必

要
が

あ
る

。
主

と
し

て
日

本
食

材
を

専
門

に
扱

う
地

場
企

業
な

ど
の

イ
ン

ポ
ー

タ
ー

が
、

デ
ィ

ス
ト

リ
ビ

ュ
ー

タ
ー

と
な

り
小

売
・外

食
に

直
接

卸
す

ほ
か

、
近

年
は

2
次

取
次

店
も

増
え

て
き

て
い

る
。

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
は

、
コ

ス
ト

を
抑

え
る

た
め

に
イ

ン
ポ

ー
タ

ー
を

介
さ

ず
自

社
で

輸
入

す
る

傾
向

が
強

い
。
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第７ 戦略的取組の推進体制等

１ 推進体制

・ 平成30年度に立ち上げた「鹿児島県農林水産物輸出促進ビジ
ョン推進本部」と，その元に設置した品目別部会により，各般
の施策を推進するとともに，ビジョンに基づく戦略的取組の推
進や検証等を実施します。

・ ロードマップに基づく輸出重点品目の国・地域別の目標達成
に向けて，計画的な取組を進めます。

・ 輸出に関するあらゆる相談に対応できる専門家や実務者を活
用し，必要な助言等を行うこととします。

２ 広域的連携

・ 平成27年に策定した「九州創生アクションプラン」に基づき，
九州各県の特（長）性を生かしながら「オール九州」での輸出
に向けた取組について検討を進めていきます。

・ 通年的な輸出品目の確保に向け，九州管内を越えた広域的連
携の可能性について検討を進めていきます。

３ 国際的な経済連協定への戦略的な対応

・ 日ＥＵ・ＥＰＡやＴＰＰ11など，国際的な経済連携協定の枠
組みを活用した戦略的な取組を展開していきます。

４ 国への要請

・ 国際競争力のある生産基盤等の確立に必要な支援や，二国間
協議による輸出環境整備と輸出先国等の基準に適合した生産体
制の確立などに対する支援をあらゆる機会を通じて要請してい
きます。

５ 民間企業等との連携

・ 県と民間企業等との間で締結している県産品の海外への販路
拡大等に関する連携協定に基づき，海外における県産農林水産
物の認知度向上・販路開拓や，新たな品目の提案などに取り組
んでまいります。

-59-



「県農林水産物輸出促進ビジョン」推進体制

○ 平成30年3月に策定した「県農林水産物輸出促進ビジョン」の実現に向けた司令
塔として，「県農林水産物等輸出促進ビジョン推進本部」を設置し，「（公社）鹿

児島県貿易協会」と連携しながら，「オール鹿児島」の取組を着実に展開する。

本 部 会 議

携連

構成：副知事(本部長)/農政部長/環境林務部長/商工労働水産部長/
総合政策部産業政策総括監

幹 事 会 議

役割：政策目標の達成及び取組の実施状況の把握/施策の検討など

『青果物部会』
【県園芸振興協議会】（事務局：農産園芸課）

『お茶部会』
【かごしま茶輸出対策実施本部】(事務局：県茶業会議所）

『畜産部会』
【県食肉輸出促進協議会】（事務局：畜産課）

『林産物部会』
【県産材輸出促進協議会】（事務局：かごしま材振興課）

『水産物部会』
【県水産物等輸出促進協議会】（事務局：水産振興課）

品目部会

庁内体制

推進主体

企画戦略会議

総合的な取組の企画，品目
部会間における横断的な

取組の調整など

・県（かごしまの食輸出戦略室，
農産園芸課，畜産課

かごしま材振興課，水産振興課）
・品目部会（５部会）の協議会

報 告

取組把握

企画・調整

【 県農林水産物輸出促進ビジョン推進本部 】

各生産者団体・各関連団体等と連携した各品
目毎の取組の方針・計画・実践・進行管理，施
策の推進など

役割：政策目標の達成及び取組の実施状況の把握/施策の決定など

構成：農政部かごしまの食輸出戦略総括監(幹事長)/かごしまの食輸出戦略室長/
農産園芸課長/畜産課長/かごしま材振興課長/水産振興課長/
販路拡大・輸出促進課長/総合政策課参事

（公社）鹿児島県貿易協会 事務局 ：販路拡大・輸出促進課

テーマ別部会

『物流部会』
（事務局：かごしまの食輸出戦略室）
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ロ
ー

ド
マ
ッ
プ

取
組

項
目

・
内

容
等

①
輸
出

に
取
り
組
む
農
林
漁
業
者
の
確
保
・
育
成

②
輸
出

相
手
国
・
地
域
の
市
場
の
ニ
ー
ズ
等
の
把
握

③
鹿
児

島
の
強
み
を
生
か
し
た
「
産
地
づ
く
り
」
や
「
産
品
づ

く
り
」
の
推
進

④
商
社

等
と
連
携
し
た
海
外
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
商
品
づ
く

り
の
推
進

⑤
世
界

に
通
用
す
る
G
A
P
・
A
S
C
等
の
認
証
制
度
へ
の
取

組
を
促
進

➅
輸
出

相
手
国
・
地
域
の
衛
生
基
準
に
応
じ
た
加
工
施
設

の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
対
応
等
へ
の
取
組
を
促
進

2
0
2
5
年

(
R
0
7
)

2
0
2
4
年

(
R
0
6
)

2
0
2
3
年

(
R
0
5
)

2
0
2
2
年

(
R
0
4
)

2
0
2
1
年

(
R
0
3
)

2
0
2
0
年

(
R
0
2
)

2
0
1
9
年

(
R
0
1
)

2
0
1
8
年

(
H
3
0
)

〔
別

紙
〕

①
産
地

づ
く
り
か
ら
集
荷
・
販
売
ま
で
一
貫
し
て
取
り
組
む
集

荷
組
織

等
の
確
保
・
育
成

②
複
数

品
目
の
混
載
等
に
よ
り
，
輸
送
ロ
ッ
ト
を
確
保
し
た
コ

ス
ト
の
低
減
の
取
組

③
鹿
児

島
の
地
理
的
優
位
性
等
を
生
か
せ
る
船
便
な
ど
の

活
用
を
促
進

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
小
口
の
輸
出

に
も
対
応
で
き
る
輸

送
手
段

・
ル
ー
ト
の
活
用
を
促
進

⑤
大
隅

加
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
等

に
お
い
て
，
青
果
物

等
の
鮮
度
保
持
技
術
の
研
究
・
開
発
を
推
進

つ く る

各
種

セ
ミ

ナ
ー

の
参

加
を

支
援

海
外

見
本

市
等

へ
の
参

加
を
通

じ
て
新
規

市
場
の
調
査

等
を
実
施

輸
出

相
手

国
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
商

品
づ

く
り

を
推

進

輸
出

相
手

国
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
産

地
づ

く
り

を
推

進

各
種

認
証

制
度

の
取

得
に

向
け

た
取

組
を

促
進

あ つ め る ・ は こ ぶ

低
コ

ス
ト

品
質

保
持

対
策

の
体

系
化

低
コ

ス
ト

輸
送

体
系

の
普

及
を

推
進

輸
出

に
意

欲
的

な
事

業
者

等
の

取
組

等
を

支
援

輸
出

用
防

除
暦

を
作

成
防

除
暦

に
基

づ
く

栽
培

を
実

証

加
工

施
設

等
の

導
入

な
ど

輸
出

環
境

の
整

備
を

支
援

「
急

速
液

体
凍

結
機

」
の

導
入

を
推

進
，

活
用

を
促

進
〔

畜
産

物
〕

関
係

者
と

連
携

し
た

輸
送

手
段

の
検

討
，

利
活

用
を

推
進

鮮
度

保
持

技
術

の
研

究
・

開
発

を
推

進

Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ

Ｐ
対

応
等

へ
の

取
組

を
促

進

実
証

試
験

等
の

実
施

「
S
hi
p 

&
 A

ir
 の

推
進

」
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取
組

項
目

・
内

容
等

2
0
2
5
年

(
R
0
7
)

2
0
2
4
年

(
R
0
6
)

2
0
2
3
年

(
R
0
5
)

2
0
2
2
年

(
R
0
4
)

2
0
2
1
年

(
R
0
3
)

2
0
2
0
年

(
R
0
2
)

2
0
1
9
年

(
R
0
1
)

2
0
1
8
年

(
H
3
0
)

ロ
ー

ド
マ
ッ
プ

う る

①
バ
イ
ヤ
ー
や
現
地
消
費
者
等
に
県
産
品
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

で
き
る
人
材
の
育
成

②
販
売

指
定
店
の
拡
大
や
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ）
の
登
録
の

促
進
等

に
よ
る
海
外
で
の
販
売
促
進
活

動
を
展
開

③
鹿
児

島
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
統
一
化
に
よ
る
県
産
農

林
水
産

物
の
認
知
度
向
上

④
多
く
の
外
国
人
に
県
産
農
林
水
産
物
の
魅
力
を
体
感
し

て
も
ら
い
，
県
産
品
の
愛
好
者
を
増
や
す
取
組
の
実
施

⑤
県
域

を
越
え
た
広
域
的
な
連
携
な
ど
に
よ
り
，
通
年
的
な

輸
出
品

目
の
確
保

⑥
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
な
ど
多
様
な
販
売
ツ
ー
ル
の
確
保

⑦
ク
ル
ー
ズ
船
へ
の
食
材
供
給
の
可
能

性
を
探
る

商
談

用
語

学
習

得
を

支
援

海
外

販
売

促
進

フ
ェ

ア
を

企
画

，
開

催
等

，
商

談
会

等
へ

の
出

展
を

支
援

「
鹿

児
島

黒
牛

」
・

「
か

ご
し

ま
黒

豚
」

販
売

指
定

店
制

度
を

推
進

「
Ｇ

Ｉ
」

の
登

録
を

推
進

，
「

Ｇ
Ｉ

」
を

活
用

し
た

輸
出

を
促

進

統
一

Ｐ
Ｒ

資
材

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

を
作

成
統

一
Ｐ

Ｒ
資

材
・

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
を

活
用

し
た

取
組

を
展

開

「
K
A

G
O
S
H
IM

A
 W

A
G
Y
U
」

，
「

K
A

G
O
S
H
IM

A
 K

U
R
O
B
U
T
A

」
の

商
標

登
録

の
取

得
を

支
援

国
際

空
港

や
港

等
で

の
試

食
・

宣
伝

・
販

売
へ

の
取

組
を

支
援

検
疫

証
明

手
続

き
等

に
関

す
る

国
等

と
の

協
議

・
調

整
を

実
施

食
材

供
給

可
能

性
を

研
究

九
州

各
県

等
と

連
携

し
た

取
組

を
展

開

食
材

供
給

情
報

収
集

及
び

輸
出

事
業

者
等

へ
の

情
報

提
供

-62-



〔 参 考 資 料 〕



図
：
県
産
農
林
水
産
物
の
輸
出
体
制
の
フ
ロ
ー
と
関
連
部
門
の
連
携
協
力
関
係

携
連

国
等

関
係
機
関
・
団
体

【
輸
出
市

場
】

輸
入
事
業
者

（
イ

ン
ポ
ー

タ
ー
）

￬
卸
売
事
業
者

￬
小
売
店

￬
外
食
店

一
般
消
費
者

ア
ジ
ア
地
域

・
欧
米
等

生
産

者
卸
売
市
場

集
荷
・
調
整

加
工
事
業
者
等

地
域
段
階
に
お
け
る

関
係
団
体
・
組
合
等

関
連
産
業

観
光
業

フ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
産
業

県
域
で
の

関
係
団
体
・
組
合
等

輸
出
事
業
者

イ
ン
ボ
イ
ス

作
成

輸
出
手
続
き

【
県

産
農

林
水

産
物

輸
出

促
進

ビ
ジ

ョ
ン

推
進

本
部

】

出 荷
集 荷

委
託

販
売

販
売

販
売

販
売

食
材

調
達

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

観
光

客
誘

致

販
売

加
工

委
託

輸
出

生
産

支
援

活
動

【
供
給
】

〔
参

考
資

料
〕

委
託

販
売
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輸
出

認
定

食
肉

処
理

施
設

国 内 貿 易 会 社

国 内 空 港 ※

海 外 空 港

会
海

社
外

倉
貿

庫
易

食
肉

卸
レ

ス
ト

ラ
ン

小
売

店
等

航
空

便

ト
ラ

ッ
ク

ト
ラ

ッ
ク

ト
ラ

ッ
ク

重
点
品
目

輸
出
重
点
国

（
地
域
）

輸
送
手
段

輸
出
必
要

日
数

備
考

牛
肉

香
港
，
ｼ
ﾝ
ｶ
ﾞ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾙ
，
ﾀ
ｲ
，

米
国
，
Ｅ
Ｕ

航
空

便
1～

4日
程

度
(①

～
④

ま
で

の
日

数
)

海 外 貿 易 会 社

発
注

発
注

※
主

に
，

福
岡

空
港

，
関

西
国

際
空

港
，

羽
田

空
港

①

②
③

④
⑤

○
牛

肉
(
冷
蔵

)
→

香
港

，
シ

ン
ガ
ポ
ー

ル
，

タ
イ
，
米

国
，

Ｅ
Ｕ

生
産

者

〔
参

考
資

料
〕

【
◆

品
目

毎
の

輸
出

の
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
】
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国 内 貿 易 会 社

国 内 港 ※

海 外 港

会
海

社
外

倉
貿

庫
易

食
肉

卸
レ

ス
ト

ラ
ン

小
売

店
等

船
便

ト
ラ

ッ
ク

ト
ラ

ッ
ク

ト
ラ

ッ
ク

海 外 貿 易 会 社

重
点
品
目

輸
出
重
点
国

（
地
域
）

輸
送
手
段

輸
出
必
要
日
数

備
考

豚
肉

牛
肉

香
港

，
台

湾
，

米
国

船
便

2週
間

～
1か

月
程

度
(①

～
④

ま
で

の
日

数
)

発
注

発
注

※
県
内
は
，
川
内
港
・
志
布
志
港

①

②
③

④
⑤

※
特

に
牛

肉
に

つ
い

て
は

，
冷

蔵
で

の
航

空
便

の
活

用
が

主
流

○
豚

肉
・
牛

肉
(冷

凍
)

→
香

港
，

台
湾

，
米

国

輸
出

認
定

食
肉

処
理

施
設

生
産

者
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県 内 茶 商

海 外 港
の

県
現

内
地

茶
法

商
人

等 ・ 輸
業

入
者

卸 売

レ ス ト ラ ン ・ 小 売 店 等

航
空

便

ト
ラ

ッ
ク

○
お
茶

→
米
国
，
Ｅ
Ｕ
，
台
湾

国 内 商 社 ※
１

発
注

ト
ラ

ッ
ク

ト
ラ

ッ
ク

貨
物

列
車

ト
ラ

ッ
ク

国 内 港 ※
2

国 内 空 港

船
便

海 外 空 港

ト
ラ

ッ
ク

輸
出
重
点

国
（

地
域
）

輸
送
手
段

輸
出
必
要

日
数

備
考

米
国

，
Ｅ

Ｕ
船

便
３

～
６

週
間

程
度

(①
～

④
ま

で
の

日
数

)
・
常

温
輸

送

航
空

便
３

～
５

日
程

度
(①

～
④

ま
で

の
日

数
)

台
湾

船
便

１
週

間
程

度
(①

～
④

ま
で

の
日

数
)

航
空

便
－

※
1
：
国
内
商
社
を
通
す
場
合
は
，
国
内
渡
し

で
終
了

※
2
：
博
多
港
・
神
戸
港
・
志
布
志
港
・
川
内

港
等

（
海
外
ハ
ブ
港
を
経
由
す
る
場
合
も
あ
り
）

①

②

③ ③

④ ④

⑤
⑥

発
注
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海 外 港
海 外 の 輸 入 業 者

量 販 店 等

航
空

便

○
さ
つ
ま
い
も

→
香
港
，
台
湾
，
タ
イ

ト
ラ

ッ
ク

ト
ラ

ッ
ク

国 内 港 ※
1

国 内 空 港 ※
2

船
便

海 外 空 港

ト
ラ

ッ
ク

輸
出
重
点
国

（
地
域
）

輸
送
手
段

輸
出
必
要
日
数

備
考

香
港
，
台
湾
，
タ
イ

船
便

１
～

２
週

間
程

度
(①

～
⑤

ま
で

の
日

数
)

船
便
は
港
湾

混
雑
の
影
響

で
更
に
日
数

を
要
す
る
場

合
が
あ
る

航
空
便

３
～

４
日

間
程

度
(①

～
⑤

ま
で

の
日

数
)

※
1：

鹿
児
島
県
内
の
港

※
2：

主
に
福
岡
空
港

①
③ ③

④
⑤

農 業 団 体 等

ト
ラ

ッ
ク

ト
ラ

ッ
ク

②

発
注

②
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森 林 組 合 等

相 手 国 港

○
木
材
（
丸
太
等
）

→
中
国
，
韓
国
，

台
湾

輸 出 商 社 等

丸
太

等
の

買
付

輸
出
重
点
国

（
地
域
）

輸
送

手
段

輸
出

必
要

日
数

備
考

中
国

バ
ル

ク
船

10
日

程
度

(①
～

④
ま

で
の

日
数

)

コ
ン

テ
ナ

船
２

週
間

程
度

(①
～

④
ま

で
の

日
数

)

韓
国

バ
ル

ク
船

５
日

程
度

(①
～

④
ま

で
の

日
数

)

コ
ン

テ
ナ

船
３

日
程

度
(①

～
④

ま
で

の
日

数
)

台
湾

コ
ン

テ
ナ

船
10

日
程

度
(①

～
④

ま
で

の
日

数
)

※
1
：
中

国
の

場
合

，
く

ん
蒸
処

理
が

必
要

※
2
：
・

バ
ル

ク
船

と
は

，
梱
包

さ
れ

て
い

な
い

穀
物

・
木
材

な
ど

の
ば
ら

積
み

貨
物

を
船
倉

に
入

れ
て

輸
送

す
る

た
め
に

設
計

さ
れ
た

貨
物

船
・

コ
ン

テ
ナ

船
と

は
，
国

際
規

格
の

輸
送

用
容

器
（
コ

ン
テ

ナ
）
を

積
み

込
む

た
め
の

設
備

を
有

す
る

船
※

3
：

志
布

志
港

・
川

内
港
・

串
木

野
港

①
②

③
④

ト
ラ

ッ
ク

運
搬

荷 役 業 者

バ ル ク 船 ・ コ ン テ ナ 船 ※
２

船
便

※
１

県
内

港
※

３

荷
役
業
者
手
配

バ
ル

ク
船
・

コ
ン

テ
ナ
船

手
配

丸
太

等
の

流
れ

商
流

等
の

業
務

発
注
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○
水
産
物
（
冷
蔵
）
①

→
米
国
，
香
港

生
産

者

漁
協

漁
連

国 内 貿 易 会 社

国 内 空 港 ※

海 外 空 港

フ
ィ

レ
加

工
業

者

会
海

社
外

倉
貿

庫
易

レ
ス

ト
ラ

ン
小

売
店

等
航

空
便

ト
ラ

ッ
ク

ト
ラ

ッ
ク

ト
ラ

ッ
ク

トラック
漁船

重
点
品
目

輸
出
重
点
国

（
地
域
）

輸
送
手
段

輸
出
必
要

日
数

備
考

養
殖

ブ
リ

・

カ
ン

パ
チ

米
国

航
空

便
1～

2日
程

度
(①

～
④

ま
で

の
日

数
)

香
港

航
空

便
1～

2日
程

度
(①

～
④

ま
で

の
日

数
)

海 外 貿 易 会 社

発
注

発
注

①
②

③
④

⑤

①
’

※
主
に
，
福
岡
空
港

（
国
内
空
港
を
経
由
す
る
場
合
も
あ
り
）

-69-



生
産

者

漁
協

漁
連

国 内 貿 易 会 社国 内 港 ※

海 外 港

フ
ィ

レ
加

工
業

者

会
海

社
外

倉
貿

庫
易

レ
ス

ト
ラ

ン
小

売
店

等
船

便
ト

ラ
ッ

ク
貨

物
列

車
ト

ラ
ッ

ク
ト

ラ
ッ

ク

トラック
漁船

海 外 貿 易 会 社

重
点
品
目

輸
出
重
点
国

（
地
域
）

輸
送
手
段

輸
出
必
要

日
数

備
考

養
殖

ブ
リ

・

カ
ン

パ
チ

米
国

船
便

1か
月

程
度

(①
～

④
ま

で
の

日
数

)

香
港

船
便

1～
2週

間
程

度 (①
～

④
ま

で
の

日
数

)

発
注

発
注

①
③

④
⑤

①
’

○
水
産
物
（
冷
凍
）
②

→
米
国
，
香
港

②

※
主
に
，
鹿
児
島
港
・
博
多
港

（
国
内
港
を
経
由
す
る
場
合
も
あ
り
）
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生
産

者

漁
協

認
定

加
工

場
，

登
録

養
殖

場
等

が
必

須

国 内 貿 易 会 社

国 内 空 港 ※

海 外 空 港

会
海

社
外

倉
貿

庫
易

レ
ス

ト
ラ

ン
小

売
店

等
航

空
便

ト
ラ

ッ
ク

ト
ラ

ッ
ク

ト
ラ

ッ
ク

重
点
品
目

輸
出
重
点
国

（
地
域
）

輸
送
手
段

輸
出
必
要

日
数

備
考

養
殖

ブ
リ

E
U
等

航
空

便
2～

3日
程

度
(①

～
④

ま
で

の
日

数
)

海 外 貿 易 会 社

発
注

発
注

①
②

③
④

⑤

○
水
産
物
（
冷
蔵
）
③

→
E
U
等

※
主
に
，
福
岡
空
港

（
国
内
空
港
を
経
由
す
る
場
合
も
あ
り
）
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国 内 貿 易 会 社

国 内 港 ※

海 外 港

会
海

社
外

倉
貿

庫
易

レ
ス

ト
ラ

ン
小

売
店

等
船

便
ト

ラ
ッ

ク
ト

ラ
ッ

ク
ト

ラ
ッ

ク

海 外 貿 易 会 社

重
点
品
目

輸
出
重
点
国

（
地
域
）

輸
送
手
段

輸
出
必
要

日
数

備
考

養
殖

ブ
リ

E
U
等

船
便

1か
月

程
度

(①
～

④
ま

で
の

日
数

)

発
注

発
注

①
②

③
④

⑤

○
水
産
物
（
冷
凍
）
④

→
E
U
等

※
主
に
，
博
多
港

（
国
内
港
を
経
由
す
る
場
合
も
あ
り
）

生
産

者

漁
協

認
定

加
工

場
，

登
録

養
殖

場
等

が
必

須

-72-



鹿児島県農林水産物輸出促進ビジョン（仮称）策定検討委員会設置要綱

（設置）

第１ 鹿児島県産農林水産物の輸出拡大に向けた指針となる「鹿児島県農林水

産物輸出促進ビジョン（仮称）」（以下「ビジョン」という。）を策定するに

あたり，「鹿児島県農林水産物輸出促進ビジョン（仮称）策定検討委員会」（以

下「検討委員会」という。）を設置する。

（検討事項）

第２ 検討委員会は，県産農林水産物の強みを生かした輸出促進に向けて，以

下の事項について検討する。

(1) 輸出相手国毎の品目横断的な取組

(2) 本県の地理的優位性を生かした取組

(3) 輸出目標額及び目標年度

(4) その他農林水産物の輸出促進に必要な事項

（組織）

第３ 検討委員会は，別紙に掲げる委員等をもって組織する。

（委員長及び副委員長）

第４ 検討委員会に委員長及び副委員長を各１人置き，委員の互選によりこれ

を定める。

２ 委員長は，会務を総理する。

３ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるとき，又は委員長が欠

けたときはその職務を代理する。

（検討委員会の会議）

第５ 検討委員会の会議は，委員長が招集し，委員長が座長となる。

２ 委員長は，その所掌事務を遂行するため必要があると認めるときは，委員

以外の者の出席を求め，意見を聴くことができる。

（事務局）

第６ 検討委員会の事務局の総括は，鹿児島県農政部農政課が行う。

（雑則）

第７ この要綱に定めるもののほか，検討委員会の運営に関し必要な事項は，

委員長が検討委員会に諮って定める。

附 則 この要綱は，平成29年５月31日から適用する。
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（別 紙）

「県農林水産物輸出促進ビジョン（仮称）」策定検討委員会構成

※敬称略

委 員 （１４人）

【有識者】（４人）

日本大学生物資源科学部 教授 下渡 敏治（委員長）

鹿児島大学水産学部 教授 佐野 雅昭

合同会社 Ｇｏ！Ｋａｇｏｓｈｉｍａ 代表 門田 晶子

三菱商事株式会社生活産業グループ
生鮮品本部戦略企画室長 村田 哲也

※50音順

【生産者団体】（５人）

県経済農業協同組合連合会 代表理事専務 鬼丸 幸司

県食肉輸出促進協議会 会長 佐々木 幸良

かごしま茶輸出対策実施本部 本部長 池田 耕一

県産材輸出促進協議会 会長 野村 輝明

県水産物等輸出促進協議会 宮内 和一郎

【関係機関・団体】（３人）

農政部部長 川野 敏彦（副委員長）

ジェトロ鹿児島貿易情報センター 所長 永盛 明洋

県特産品協会 専務理事 池田 誠

【貿易・金融関係】（２人）

弓場貿易株式会社 代表取締役 弓場 秋信

鹿児島相互信用金庫 海外・貿易相談所 所長 村田 秀博
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オブザーバー （４人）

【農林水産省輸出促進推進員 本県担当者】（３人）

食料産業局 食文化・市場開拓課 課長補佐 松尾 佳典

食料産業局 知的財産課 審査官 南 光広

食料産業局 食品流通課商品取引室 室長 福井 逸人

【ＰＲ・観光戦略部】（１人）

かごしまＰＲ課長 久保 博一

事務局 （５人）

【農政部】（３人）

農政課長 菊地 要

農産園芸課長 寺園 昌昭

畜産課長 佐々木 幸良（委員）

【環境林務部】（１人）

かごしま材振興課長 米盛 恒司

【商工労働水産部】（１人）

水産振興課水産流通対策監 折田 和三

計 ２３人
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鹿児島県農林水産物輸出促進ビジョン策定検討委員会等の開催実績等

１ ビジョン策定時

年 月 項目，検討内容

平成29年 第１回検討会(6/15)
６月 ・県農林水産物輸出促進ビジョン（仮称）について

・県産農林水産物の輸出の現状等について

８月 第２回検討会(8/29)
・県産農林水産物輸出促進ビジョン（仮称）骨子案について

11月 第３回検討会(11/14)
・県産農林水産物輸出促進ビジョン（仮称）素案について

12月 ・ビジョン案のパブリックコメントの実施
(12/13～翌1/12)

平成30年
２月 第４回検討会(2/4)

・県産農林水産物輸出促進ビジョン案について
・平成30年度事業の概要について

３月 ・ビジョン策定・公表

２ ビジョン改訂時

年 月 項目，検討内容

令和４年
９～11月 改訂に向けた品目部会での検討

11月 関係機関からの意見聴取
・県農林水産物輸出促進ビジョン（改訂案）について

令和４年度第２回鹿児島県農林水産物輸出促進ビジョン推進本部
会議(11/25)

・県産農林水産物輸出促進ビジョン（改訂案）について
・今後のスケジュールについて

12月 令和４年第４回定例県議会産業経済委員会，環境厚生委員会(12/14)
海外経済交流促進等特別委員会(12/16)

・県産農林水産物輸出促進ビジョン（改訂案）について
・今後のスケジュールについて

ビジョン改訂案のパブリックコメントの実施(12/16～翌1/16)

令和５年
２月 令和４年度第３回鹿児島県農林水産物輸出促進ビジョン推進本部

会議(２/16)
・パブリック・コメント等の結果について
・今後のスケジュールについて

３月 令和５年第１回定例県議会産業経済委員会，環境厚生委員会(３/14)
・パブリック・コメント等の結果について
・今後のスケジュールについて

ビジョン改訂・公表
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